
資料１０

2020 年度の温室効果ガス排出量推計について

部
門 産業部門

活
動
量

生産量

（工業生産指数）

予
測
手
法

基
本
的
な
考
え

予
測
の
概
要

• 中期目標設定のためには、温室効果ガス排出抑制策とその削
減効果試算が必要。そのベースとなる中期目標年における排

出量推計を実施。

• 将来推計は、現状趨勢ケースを予測。
� 現在実施している対策を推計した場合で、追加的な対策

を見込まない。

� エネルギー消費原単位は現状で固定。

• 地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策編）策定マ
ニュアル（平成 21年 6月環境省）に準拠した手法を採用。

• 温室効果ガス排出量は以下の式で算定。

活動量 × エネルギー消費原単位 × 炭素集約度

（排出係数）

現状で固定

活動量の推移を予測

【生産量】

回帰分析による将来推計

【2020 年将来生産量】

長期エネルギー需給見通し

との整合確認

※全国予測動向の確認



部
門 民生（業務）部門 民生（家庭）部門

活
動
量

業務系延べ床面積 世帯数

予
測
手
法

■手法１

■手法２

【一人当たり床面積】

業務系床面積／第 3次産業就業者数

【2020 年将来業務系床面積】

【将来第 3次産業就業者数】

1990～2006 年度＋2015 年度第 3
次産業就業者数の回帰分析による将来
推計

※都市計画マスタ
ープランによる
将来第3次産業就
業者数

【一人当たり床面積】

業務系床面積／第 3次産業就業者数
【一人当たり床面積】

業務系床面積／第3次産業就業者数

【業務系床面積】

回帰分析による将来推計

【2020 年将来業務系床面積】

【世帯人員】

世帯人員（人口／世帯数）の回帰分析

による将来推計

【将来推計人口】

2020年度将来推計人口

※兵庫県将来
推計人口

【2020 年将来推計世帯数】



部
門 運輸部門 廃棄物部門

活
動
量

旅客自動車：自動車保有台数

貨物自動車：貨物輸送量

鉄道：鉄道輸送量

廃棄物処理量

予
測
手
法

■旅客自動車

■貨物自動車

■鉄道

■一般廃棄物

■産業廃棄物

【2020 年将来貨物輸送量】

【自動車保有台数】

回帰分析による将来推計

【鉄道輸送量】

現状比横ばいと推計

【2020 年鉄道輸送量】

【一般廃棄物発生量】
1990～2006 年度＋2010 年度＋
2015 年度一般廃棄物発生量の回帰分
析による将来推計

※兵庫県廃棄物処
理計画による将
来発生量

【2020 年将来一般廃棄物処理量】
【貨物輸送量】

回帰分析による将来推計

【一般廃棄物焼却処理量比】
焼却処理量／発生量

【産業廃棄物発生量】
1990～2006 年度＋2010 年度＋
2015 年度産業廃棄物発生量の回帰分
析による将来推計

【2020 年将来産業廃棄物処理量】

【産業廃棄物焼却処理量比】
焼却処理量／発生量

※兵庫県廃棄物処
理計画による将
来発生量

【2020 年将来自動車保有台数】


